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1．分科会設立趣旨
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近年、全国的に大規模な水災害が頻繁に発生する中で、千代川流域においても、
全国的な傾向と同様に、温暖化に伴う気候変動によると考えられる集中的な豪雨、
潮位の上昇傾向等が見られ、今後も流域に対する水災害リスクが上昇していくこと
が考えられている。
こういった背景を踏まえ、気候変動にともなう水災害リスクに対する適応策(ソフト
的な取り組み）について、学識経験者、地元関係者、及び関係行政機関等で考えて
いくことを目的として本会を設立することとなった。
今後この会で、千代川沿川住民の水災害における自主防災意識(自助・共助)の向
上を図り、官民一体となって「犠牲者ゼロ」に向けた取り組みを推進していく。

昨年度分科会の様子

平成23年12月6日 平成24年3月22日



平成23年度

千代川における適応策

□防災意識の啓発　　　　　　□地域コミュニティの強化
□わかりやすい情報の提供　　□情報伝達手段の整備
□避難方法の確立　　　　　　□要援護者の支援

モデル地区における取り組み支援

□大正、富桑、明徳地区
□地域防災マップの作成
□防災学習会の開催
□防災学習ツールの作成

ソフト対策を継続するための仕組みづくりの検討

住民の防災意識アンケート調査

□配布数10,080部　回収率31.1％
□｢避難｣｢情報｣｢普段の備え｣をキー
　ワードに分析

平成24年度

第一回分科会（H22.7.28）

□千代川流域の特徴と課題
□千代川流域の気候変動の状況
□住民アンケート内容について

第二回分科会（H22.10.27）

□水害リスクの変化について
□アンケート調査結果の分析
□ソフト対策の先進地域の事例

第三回分科会（H23.1.19）

□佐用町における被害の教訓と
　現時点での取り組みについて
□千代川流域でのソフト対策（案）

第四回分科会（H23.3.15）

□次年度の取り組み、役割分担、
　ロードマップについて
□次年度の分科会スケジュール

はん濫シミュレーション

□計画規模の1.11倍
□水害リスクの算定

第一回分科会（H23.12.6）

□東日本大震災における課題と教訓
□台風12号における関係機関の対応
□モデル地区における今年度の取り組み
□防災講演会の開催について

気候変動にともなう防災・減災を考える会

千代川における気候変動に対する適応策の検討
平成22年度

具体的な適応策と適応策を推進するための仕組みづくりの検討

具体的な適応策を推進するための仕組みづくり
□県・市の防災計画への反映

第二回分科会（H24.3.22）

□モデル地区の今年度の取り組み報告
□地域防災マップ作成マニュアル
□防災講演会の結果報告
□行政間の情報伝達の検討状況

第一回分科会（H24.9.27）

□九州北部豪雨における課題と教訓
□分科会における今年度の取り組み
□アンケート調査の実施

第二回分科会（H25.2.予定）

□今年度の取り組み報告
□アンケート調査結果の分析
□ソフト対策を継続するための仕組み
　づくり

ソフト対策を継続するための支援

□地域防災マップ作成マニュアルの
　改良
□防災学習ツールの作成
□まるごとまちごとハザードマップ
　の整備

住民の防災意識アンケート調査

□防災意識の変化の分析

分科会のとりまとめ（防災・減災に関する提言）
2

2．分科会の流れ



3．前回会議の要旨
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主な意見

・平成24年4月2日からNHKのデータ放送で河川情報を見ることが可能となるが、「dボタン」の使い方を
知らないお年寄りが多いので、広報が必要である。

（データ放送による河川情報の配信について ）

（防災訓練について）

・明徳小学校に協力してもらい小学生を防災訓練に参加させた。訓練は日曜日に実施したが、父兄もた
くさん集まってくれた。

（地域防災マップについて）

・一度マップを作成し、避難訓練等に活用すると弱点がわかり、更新のタイミングもわかってくる。
・マップを作ることよりも、現地を歩いて再確認したり、住民が集まって学習したりすることに意味がある。
・今回作成した地域防災マップ作成マニュアルを用瀬、河原地区等で実践するとよい。

（情報伝達について）

・水位表示板をライトアップしても、現場に行かないとわからないので、みんなが見やすい橋の上に警告
灯をつけるなどの工夫をして欲しい。
・文字表示板を利用することも考えられる。

（アンケート調査について）

・平成22年度の調査時よりも、東日本大震災などで防災意識が高まっているはずなので、是非実施して
欲しい。

（ソフト対策の継続について）

・災害も5年経てば忘れてしまうので、講演会を実施したり、災害時のビデオを見せたりすることにより、
意識を薄れさせないような取り組みが必要である。



4．九州北部豪雨における課題（九州北部豪雨の概要）
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平成24年7月3日から14日にかけ、九州北部では梅雨前線による豪雨が発生し、2河川で堤防が決壊したほか、5河
川で氾濫が発生した。

出典：国土交通省九州地方整備局



4．九州北部豪雨における課題（白川流域の状況）
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熊本市の中心市街地を流れる白川流域では、上流の阿蘇地方で記録的な降雨が発生し、国土交通省の坊中（ぼう
ちゅう）雨量観測所（熊本県阿蘇市黒川）において11時間雨量時間雨量124124ミリ、ミリ、33時間雨量時間雨量315315ミリを記録ミリを記録したほか、2観測所で
観測史上最多の雨量を記録した。

1時間雨量100ミリが
3時間降り続く、猛
烈な豪雨であった。

上流部北区龍田陣内（県管理区間）

熊本市黒髪地区（越水の危険性が高い地区）

陣内

小磧橋

出典：国土交通省九州地方整備局（一部加筆）



4．九州北部豪雨における課題（熊本市の対応状況）
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過去の例から堤防越水
の危険性が高い地区

7:45 市内下流域
の校区に避難指示

9:20 市内全域に
避難指示

7:40 上流域から
「浸水して避難で
きない」との通報

避難判断水位超過から避難判断水位超過から

約約33時間時間2020分の遅れ分の遅れ

7:05 市内中心部
の校区に避難指示

6:20 黒髪・渡鹿
地区に避難勧告

6:006:00避難判断避難判断
水位超過水位超過

出典：国土交通省九州地方整備局（一部加筆）

16:05
大雨・洪水注意報

0:30
大雨・洪水警報



4．九州北部豪雨における課題（熊本市の情報伝達の課題）
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7月27日

水防本部に消防局の連絡幹部を常駐させる。現場対応に追われた消防局の情報が、水防本部に水防本部にリアリア

ルタイムでルタイムで伝達されていなかった伝達されていなかった。

情報記録紙を重要度に応じて赤、黄、白の３色で色
分けする。

水防本部の電話が鳴りっぱなしになり、重要な情報重要な情報がが膨膨
大な情報の中に埋もれてしまった大な情報の中に埋もれてしまった。

対応課題

熊本日々新聞より

「平成24年7月九州北部豪雨災害における熊本市の避難指示等のあり方に関する検証部会報告書」より作成

7月18日



4．九州北部豪雨における課題（千代川での取り組み）
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■情報伝達手段の検討

■避難勧告基準の検討

■防災意識向上の仕組みづくり 等

■防災訓練、学習会等の実施

■地区同士の情報交換

■企業等との連携 等

■ソフト対策の取り組みの支援

■ソフト対策を継続するための仕組みづくりの検討

■防災教育のあり方の検討 等

千代川では、防災機関およびマスコミによる情報伝達勉強会を継続して開催し、防災機関同士および住民への情情

報伝達の課題を解決報伝達の課題を解決していく。また、住民連携会議および行政連絡会議を設立し、官民一体となった災害に強いま災害に強いま
ちづくりを構築ちづくりを構築していく。

気候変動にともなう防災・減災を考える会
（千代川流域圏会議・分科会）

行政連絡会議住民連携会議

住民連携会議は、今後立ち上げる必要がある。



５．分科会の今年度の取り組み
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●用瀬、河原地区での学習会の開催◆明徳、富桑、大正地区以外への取り組みの拡大

●被災体験者との意見交換◆ 防災意識の啓発と継続

●クロスロードゲームマニュアルの作成

●防災カレンダーの作成
◆ 防災学習ツールの作成（子ども向け等）

●地域で継続

●教育委員会との連携
◆ 地域での防災訓練の実施

●防災フォーラム（仮称）の開催◆ 防災講演会の実施

●大路川流域治水対策協議会を通じて

総合的な流域治水対策として検討

●避難シミュレーションの実施

●NHKのデータ放送の活用

●コンビニエンスストア等を情報発信基地として

活用するための検討

●回転灯、サイレン、電子表示板を用いた水位

情報伝達の検討

●CCTVカメラのライトアップ

●まるごとまちごとハザードマップの整備

●マップ作成マニュアルの改良

●9月までに5回実施 （今後も継続）

≪今年度の具体の取り組み≫

◆災害発生時等における特別な情報(警報音・

照明等)の検討
3.わかりやすい情報の提供

◆国、県、市の提供する防災情報の市民への

周知方法の検討
4.情報伝達手段の整備

◆避難場所が不足している箇所に対しての検討5.避難方法の確立

◆ 地域防災マップの作成
2.地域コミュニティの強化

6.その他

1.防災意識の啓発

≪ソフト対策≫

◆内水氾濫（ゲリラ豪雨等）対策についての

取り組みの検討

◆防災学習会（出前講座）の開催

≪内容≫

●青字：9月までに実施済みもしくは検討中の取り組み

今年度は、以下のような具体の取り組みを実施する。



連携連携

【【教育委員会の予定教育委員会の予定】】
■教育委員会では、防災教育について、委員会等を立ち上げて

議論していく予定。

■指導要領があるので、授業に組み込むことは困難であるが、

年間行事か総合学習に組み込まれる予定。

■平成24年度はその準備期間とし、平成25年度から実施予定。

【【分科会の取り組み分科会の取り組み】】

●分科会では、小・中学校の先生に対する防災教育用の資料

づくりを実施。

●地域住民に対して、小・中学生が率先して引率ができるような

学習を検討。

５．分科会の今年度の取り組み（9月までの取り組み）
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住民の防災意識の向上住民の防災意識の向上を目的として、防災学習会を継
続して開催。

平成24年度 防災学習会実施状況（今後も随時開催）

防災学習会の開催【継続】
（防災意識の啓発・地域コミニティーの強化）

教育委員会との連携（防災意識の啓発）

教育機関と連携して防災教育を推進教育機関と連携して防災教育を推進するため、鳥取市
教育委員会との協議を実施。

【ミニ講演】

・千代川の洪水に備えて

10名袋河原

公民館

5月12日

（土）

2

【ミニ講演】

・洪水ハザードマップの説明等

20名富桑地区

公民館

6月5日

（火）

3

9月12日

（水）

6月26日

（火）

5月7日

（月）

実施日

【ミニ講演】

・避難について（鳥取市防災
コーディネータ）

25名袋河原

公民館

5

【ミニ講演】

・千代川の洪水に備えて

19名用瀬町民

会館

4

【ミニ講演】

・千代川の洪水に備えて

20名河原地区

公民会

1

内容
参加

人数
場所

平成24年５月１２日

（袋河原公民館）

平成24年５月７日

（河原地区公民館）

平成24年6月5日

（富桑地区公民館）

国国 大学大学

県県
市市

（危機管理課）（危機管理課）
（教育委員会）（教育委員会）



５．分科会の今年度の取り組み（9月までの取り組み）
水位情報伝達手段（わかりやすい情報の提供）

・表示板の近くまで行かな
いと読み取れない。
・設置費用が高額である。

・文字で現在の状況を
段階的に表示できる。

・設定水位を超え
れば文字表示

八千代橋、
千代橋の右岸

電子
表示板

・吹鳴する、しないの２
パターンであるため、
設定水位を超えたかどう
かしかわからない。
・吹鳴連続時間や吹鳴間隔
を検討する必要がある。

・回転する、しないの２
パターンであるため、
設定水位を超えたかどう
かしかわからない。
・昼間は認識しにくい可能
性がある。

デメリット

・屋内外や昼夜関係なく
周知できる。

・設定水位を超え
れば吹鳴

八千代橋、
千代橋の右岸

サイレン

・屋外でも比較的遠く
から見える。

・設定水位を超え
れば回転開始

八千代橋、
千代橋の右岸

回転灯

メリット伝達内容設置場所伝達方法

水害時に特別な手段で情報を伝達する特別な手段で情報を伝達するため回転灯、サイレン、電子表示板を用いた水位情報
伝達手段を検討中。（行徳水位観測所へ回転灯を設置予定）

11

八千代橋八千代橋

千代橋千代橋

行徳行徳



５．分科会の今年度の取り組み（9月までの取り組み）
CCTVカメラのライトアップ（わかりやすい情報の提供）
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夜間でも見えるよう、照明設備の設置（ライトアップ）照明設備の設置（ライトアップ）を計画。

一定水位以上であることを知らせるため、回転灯等の設置回転灯等の設置も検討中。

行徳、袋河原、用瀬、宮ノ下水位行徳、袋河原、用瀬、宮ノ下水位

観測所のライブ映像をインターネッ観測所のライブ映像をインターネッ
トで提供している。トで提供している。

ライトアップを行うことにより、
水位の状況が見やすくなる。



５．分科会の今年度の取り組み（9月までの取り組み）
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まるごとまちごとハザードマップ（避難方法の確立）

西品治７区地区会館

西品治団地集会所

西品治児童館

新茶屋公民館

西品治６区地区会館

田島集会所

西品治会館

元品治地区会館

西人権福祉センター

地区内の浸水深や避難浸水深や避難場所の位置場所の位置を周知するを周知するため、まるごとまちごとハザードマップの看板設置を検討中。

（富桑地区：設置場所確認中 明徳地区：設置場所確認中 大正地区：設置場所検討中）



テレビ画面をＮＨＫを選択

リモコンのｄボタンを押す

地図上に雨量の状況
を表示

簡略図と数値で水位の状況を
簡潔に表示

画面上に水位の状況
を表示

出典：ＮＨＫ

防災学習会等で説明

河川水位・雨量を選ぶと くらし安全のページで千代川の水位が確
認できます。

５．分科会の今年度の取り組み（9月までの取り組み）
NHKのデータ放送の活用（情報伝達手段の整備）
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５．分科会の今年度の取り組み
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住民同士でクロスロードゲームが実施できるよう、ゲーゲー

ムの運営マニュアルおよび設問の解説例を作成ムの運営マニュアルおよび設問の解説例を作成。

クロスロードゲーム解説例の作成（防災意識の啓発）

71

あなたは小学校に避難した住民です

ＹＥＳ （分けてもらうように頼む）
ｏｒ

ＮＯ （頼まない）

小学校には、すでに500人を超える人が集っ
ていますが、水や食糧をもっている人は、２割
程度です。小学校に物資が届けられるのは明
日の午後です。
あなたは、食糧を持っている人に、少し分けて
もらうように頼みますか？

５

この設問で、Yesの意見は「お年寄りや子どもには食べさせてあげた
い」、Noの意見は「一晩くらい我慢すれば良い」などが考えられます。

しかし、重要なことは「水や食糧をもっている人は、2割程度です。」に
あります。

これが「8割の人が･･･」であれば回答は変わるのではないでしょうか。

すなわち、住民の殆どが非常食などを準備していれば、このような問
題は発生しないということです。

【日 時】 平成25年1月（予定）

【場 所】 未定

【対象者】 自主防災組織、防災リーダー、一般住民等

【内 容】 各地区からの防災・減災に関する取り組みの発表

各地区の取り組みを流域全体に広報する取り組みを流域全体に広報するため、（仮）防
災フォーラムを開催。

（仮）防災フォーラム（案）（防災意識の啓発）

他地域での防災フォーラムの例



５．分科会の今年度の取り組み（防災意識の啓発）
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被災体験者との意見交換（防災意識の啓発）

関係機関職員の防災意識の向上関係機関職員の防災意識の向上を図るため、平成平成2121年年
88月に被災した佐用町月に被災した佐用町との意見交換会を企画。

佐用町の水害における課題と教訓

●被災者の多かった幕山地区の住民は、避難所（小学校）へ

自主避難を行ったが、夜間であり、ピーク水位付近の浸水中で

の移動であったため、歩行が困難となり、普段見慣れているは

ずの小水路に転落した。

●浸水深は70cm程度であり、団地の2階に避難していれば被災

は免れた可能性がある。

●浸水深が2mとなった久崎地区の住民は、平成16年の浸水被

害の経験から2階に避難し、人的被害を免れた。

◆夜間の避難は危険であり、早めの自主避難が必要。

◆洪水の規模や浸水状況にもよるが、外に出て離れた避難所

へ避難するより自宅の2階に避難する方が安全な場合がある。

★被災体験者の話を聞くことにより、災害時の対応や普段

からの備え等について学ぶことができる。

防災カレンダーの作成（防災意識の啓発）

災害の記憶を忘れさせない災害の記憶を忘れさせないようにするため、ワークショッ
プを実施し、防災カレンダーを作成。

山形県の防災カレンダーの例



５．分科会の今年度の取り組み
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昨年度作成した「地域防災マップ作成マニュアル」を実際
に自治会等で活用自治会等で活用してもらい、マニュアルの問題点、改
善点を抽出し、マニュアルを改良マニュアルを改良。

地域防災マップ作成マニュアル（平成24年3月作成）

地域防災マップ作成マニュアルの改良
（地域コミュニティの強化）

避難シミュレーションの実施（避難方法の確立）

代表地区についてマルチエージェントシステムを用いた
避難シミュレーションを実施し、地域での避難計画を検討地域での避難計画を検討

するための学習ツールを作成するための学習ツールを作成。

鳥取大学・ 見教授による富桑地区の避難シミュレーション



５．分科会の今年度の取り組み
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昼夜を問わず、地域の情報を迅速に取得し、早期における水防活動に役立てる地域の情報を迅速に取得し、早期における水防活動に役立てるため、コンビニとの連携を検討。

出雲河川事務所の例

コンビニエンスストア等を情報発信基地として活用（情報伝達手段の整備）

★★千代川では、情報伝達勉強会を通じて情報収集・伝達内容を検討千代川では、情報伝達勉強会を通じて情報収集・伝達内容を検討

（避難準備情報や避難勧告の伝達など）（避難準備情報や避難勧告の伝達など）



６．住民意識アンケート調査の実施
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平成22年度に実施したアンケート調査と同様に、住民の防災意識に関するアンケートを実施する。

一般住民への調査内容は、平成22年度と同様とし、近年の災害による防災意識の変化近年の災害による防災意識の変化を把握する。

富桑、明徳および大正地区の住民には、これまでの取り組みによる防災意識の変化が分析可能な質問内容これまでの取り組みによる防災意識の変化が分析可能な質問内容とする。

平成22年度のアンケート調査結果

以前は準備してい
たが、今は準備し
ていない
28％

準備してい
る
１6％

準備してい
ない
52％

不明4％

知ってい
る
43％

避難場所は知って
いるが、水害時の
避難場所かどうか
知らない
35％

知らない
18％

不明4％

不明5％

持ってい
る
47％持ってい

ない
40％

見たことも聞
いたこともな
い
8％ 直ちに避難す

る
35％

直ちに避難しないが、
避難の準備は始める
52％

避難の準備はしな
いが、情報を集め
る
8％

不明3％何もしない1％

その他1％

非常用持ち出し品の準備率非常用持ち出し品の準備率 水害時の避難場所の認知率水害時の避難場所の認知率

ハザードマップの所有率ハザードマップの所有率
広報車が避難を呼びかけた場合の行動広報車が避難を呼びかけた場合の行動



７．意 見 交 換

20

ソフト対策を継続するための仕組みづくりについてソフト対策を継続するための仕組みづくりについて

■体制（国、県、市、住民の役割）■体制（国、県、市、住民の役割）

■施策（行政連絡会、住民学習会、防災フォーラム等）■施策（行政連絡会、住民学習会、防災フォーラム等）



７．今年度のスケジュール（案）

21年間を通じて、関係機関等がソフト的な取り組みを行い、千代川流域住民の水災害に対する防災・減災意識の向上を図っていく。年間を通じて、関係機関等がソフト的な取り組みを行い、千代川流域住民の水災害に対する防災・減災意識の向上を図っていく。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

富桑地区

明徳地区

大正地区

その他の地区等 用瀬、河原地区等

気候変動にともなう防災・減災を考える会

国、県、市、気象台

モデル地区

平成24年度　気候変動にともなう防災・減災を考える会　ロードマップ

平成25年

機　　関

平成24年
時　　期

国

防災学習会の開催

まるごとまちごとハザードマップの整備

総合的な流域対策の検討（大路川流域治水対策協議会）

取り組みの効果を確認
するためのアンケート

調査

防災学習ツールの作成

地域防災マップ作成
マニュアルの改良

特別な情報発信（警報音・照明等）施設の検討

防災
フォ
ーラ分科会 分科会

とりまとめに
向けた調整


